
地震予知は電磁地震計で可能

地震予知は
揺れを計る地震計では無く
電磁気を観測すれば

予知の３原則 １週間(~3日前)に判ります！
いつ＝１ヶ月以内 ～ JYAN研 ＝ 数日前
どこ＝地方単位 ～ JYAN研 ＝ 県単位
大小＝MG又は震度±１ ～ JYAN研 ＝ ±０．５～±１

最も正確だから 夢の地震予知を実現するJYAN研
國 廣 秀 光



FM等電磁波の観測網で
２００波以上LIVEで観測中!!

基幹局 観測局 実験・支援局

JYAN観測網 2016年10月
地震被害



熊本地震のデータ「縦揺れ」が激しい！
(地震は揺れ方によって破壊度が違うのだ。）

これで棟が破壊
強震＆縦揺れ！

赤丸部分が
上下動です

震源と阿蘇では
こんなに違う！



JYAN研究会の紹介
・2007年 5月 災害情報学会、日本地震学会などに入会、その後日本地球惑星科学連合学会入会

・2009年 5月 ハムの月刊誌「CQ」で４月・５月に研究会員募集、15名でJYAN研究会発足

・2009年10月 日本地震学会（京都大学）で地震電磁波などの監視方式などを発表

・2011年10月 日本地震学会（静岡）で電磁気などの異常理論を発表

・2012年 8月 東京ビッグサイトのハムフェアーに出展(このときから、毎年展示～連続５回)

・2013年 7月7日 JYAN大分ネット第２回総会で研修会を実施

・2013年10月2日 産経新聞夕刊「１面トップ」にJYAN研究会紹介

・2014年 3月14日 2時7分頃伊予灘で地震発生 全面記録できる

・2014年12月２５／２６日 日本地震予知学会(電通大)で2項発表

・2015年 5月25日～26日 JGUの学会大会（幕張）２項の発表

・2016年4月14&16日の熊本地震でM7クラスが２回来る事を観測と予測できたのはJYAN研のみ！

学会等の発表及び講演 日本地震学会４回、JGU３回&講演２１回 １６年のニュースレターにJYAN研載る！

記事＝CQ5回新聞４回 観測網は全国で5０局が(２００波)を観測中！

会 長 JH6ARA 國 廣 秀 光
地震予知アマチュアネット(電磁Proの地震前兆ノイズ研究調査会)

会 員 ML等で 3５0名超 大分県 国 東 市

地震予知
を目指す
HAM連合
の研究会
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JYAN研究会
とは

地震予知安全Net
（JYAN)

地震予測観測網
（FM観測網）

JYAN研究会
全国に
Ml約３５０名

観測網５０名以上

広報サイト
もあります。

http://pr.jyan.jp/
http://jyan.biz/

資
料



震源
軋轢

C 地上電磁波
(５ｍ～２０ｍ)
アンテナ設置

押される＝＋の圧電気

引かれる＝マイナス電気
横ずれ ＝摩擦電気

◎ 最高な環境・状態で観測
◎ 電磁地震計なら、全方位可
Ａ 地下からの直接受信(直下)
Ｂ 地表ＦＭ放送電波(横方向)
Ｃ 地上電磁波の利用(遠距離)

地震の震源では、押し合い圧し合いが、うねりのように繰り返され、地震が近づくに連れて大きくなってき
ます。それが「電磁地震計」に、電磁波の強さや、ノイズ、パルスなどとして現れるのを観測しています。

電磁地震計

A 地下電磁波
(-3m～-５ｍ)
アース版設置

B FM電波の
(５ｍ～３０ｍ)
送信アンテナ

アース受信

地震観測に理想的な
電磁気観測の説明図



表面側

最先端の観測技術
に新発想のＩＴ技術
地震観測専用の
◎電磁気地震計と
◎観測システムを

試作中です。
[ラジオロガー
V3]

試作２号機

地震電磁地震計の現用機

２１年の地震研究
５０年の無線技術
１０年の学会研修
観測の記録１０年

これらが融合して
世界最先端の
地震観測システム
ができるのです。

今度は・・・・・

ＡＮＴと電源、LANケーブルを繋
ぐと全国ネットのサーバーに接続
し、４ｃHの観測を開始します。
（事前設定済)



下は（アース抵抗）
スペアナ装置
オシロスコープ
三種の神器等の
必要計器は殆どある。
プロ級の研究室だ。

上は、無線の送受信機群
オールバンド全モードで
ハンディ機を含めると約30台
観測系は専用受信機8台
パソコン装置7台が稼働中！
貸出し装置は２３台他多数有

電磁波観測装置と無線機群！
輸入の高級スペアナやSDR等＝プロ級

左の装置群は
これ迄地震観測に
利用した装置群！
しかし
これからは・・・
ＩＴ(情報技術)
ＡＩ(人工知能)
ＡＲ(拡張現実)
等のテクノロジー
を活用した機器の
開発が、世界を
リードします。



• 産経新聞（10.2日）

• 夕刊「１面トップ」に

• 掲載されました。

• ２０１３年１０月２日

「Web版」msn

産経も見られます。

その他

各種新聞や雑誌に載り
ました。

JYAN研究会
地道な勉強や資料調べ
地震の勉強
地球の勉強
宇宙の勉強
電磁気の研究
ノイズの観測
地球と太陽系の研究
引力や潮汐の研究
電磁波伝搬の研究
気象変化の研究
電波伝搬の研究
低周波の観測
中波の観測
短波の観測
ＦＭ波の観測
Ｖ／Ｕ波の観測
異常伝播の観測
各種記録データ纏め
各種現象の照合
新現象の発見
地震と電磁変化
の発見証明 ２１年間



淡路島は
レベルアップ 当観測は
（逆断層型）＝これって

（2013年4月）凄い

長野地震は
レベルダウン
（正断層型）＝これも凄い

（2014年11月）

地震の観測例（どちらも１週間後に地震発生）

淡路島地震 と 長野地震

淡路島は１０～１５dBの上昇が続き、ダウンの後地震発生

長野地震は、４方向の電波が２０dB程のダウンを繰り返した後地震発生

震度５強

震度６

地震予知の３要素 揺れの大きさで震度、 揺れのパターンでいつ、 揺れの方向Checkで場所

淡路地震は、青の姫路電波がダウン、全部もダウンの後１週間後地震発生
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ハムなら地震予測ができる！ 2009年４月＆５月号で、
地震研究と観測技術や理論等を展開しました。！

なぜ？電磁波が揺らぐの？ に筆者が観測データを示し、
根本的な理論を展開して詳しく解説しています。

また、特集では「JYAN研究会」の各局の活動が

「９P」の圧巻で紹介されました！読み応えがあります。

HAMの「社会貢献」
月刊CQ誌に５回掲載！

電磁気観測による「地震予知」の根本
原理が次第に明確になってきました。今月号
は、地震を予測し、命の安全確保と予測観測
の活用を薦めています。(５Pでの解説)

「どうして地震の前にノイズがでるの？」
に実例を示して優しく解説しています。４P
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最初に取り上げ
てくれたのが
２００９年４／
５月号です。
次が２０１０年
の２月号で、多
くの何故？や、
理論に答えてい
ます。
２０１３年１０
月号Amateur無
線家の社会貢献
と言う内容で掲
載されました。

２０１４年１１
月号は９Pの圧
巻です。
研究仲間も多く
出ました。

資
料



JYAN研究会が全国紙に！見開き半分
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取り上げら
れた回数は
新聞
３回

テレビ
１回

月刊誌
５回

週刊誌
１回

講演
７回以上

地震観測は
電磁波を！
が定着しま
した。

資
料



上現在、九州の観測
状況図=竹田局捕捉！

下 全国の観測網
予定図200~600局

熊本県の知人(６人)に観測の協力を依頼しましたが、
熊本は地震が無いところだから。と言う事で熊本県
には、当地震観測網の局がありませんでした。
そんなところに限って・・・・・・・。



毎日２４時間の観測と記録
•全国でFM観測網が４３局 ２００波超の観測と記録

２０１０年から７年間継続しています。

• 全国でHF観測網が７局 HF全波の観測と記録
２００６年から観測網として継続しています。

• 全国でVHFの観測網５局 異常が出たときに観測します。
観測網があります。 記録用ハードディスクが５０個



絶賛 正確な観測で「余震」まで確実に予測できた。
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４月６日と９日に両子模様の異常なピークがありました。
大きい地震が２回来ると判った！貴重な観測データです。
後続の異常も１週間後に地震が起きています。凄い！！

これらは次々と起きた地震の前兆です。

上図は４月分、下は４日間のグラフです。
横線グラフは色周波数の電波強度記録です。

前震と本震 余震も１００％予測できた。

青が20dBの揺れ青が20dBの揺れ

１ヶ月グラフ

４日間グラフ

青＝熊本が６日と９日に
突出し危険レベル迄アップ



地震と火山は連動し
ています。
喜界島、阿蘇山等が
カルデラ陥没と言われ
ています。（しかし別府湾
や鹿児島湾、志布志湾も
同様と考えています。)

噴火があると空洞の
穴埋めで、横ずれの地
震が発生し、連動型の
地震を励起します。
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伊予灘で
ノイズが
でていた。

原発

原発
原発

？？

半年間

半年間

大分県、湯布院・別府
の地震は、連動型なの
で予測は困難です。



口之永良部島の噴火から、半年後に鹿児島西Ｍ７
その半年後に熊本ー大分地震Ｍ７.3が発生！ 今度は１０月 ？
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2015-5-29 口之永良部島噴火

11/14 鹿児島西地震M7 4/14~ 熊本大分地震
半年後 半年後

噴火の半年前に前兆開始 ２／２２大きく変化

半年後

② 2015/8/1~2016/5/27

①2014/8/1~2015/8/1

大
当
た
り



私は地震学術３学会員です
• 日本地震学会、日本地震予知学会、日本

地球惑星科学連合学会の学会員です。
• 地震予知学会は発足時の検討会委員を勤

めました。（１７名）
• JYAN研究会(地震予知アマチュアネット)

と地震予測観測網を主宰しています。
• ＪＹＡＮ研究会のHP閲覧者が増え、地震

予測の配信希望者が増えています。
• 研究会の会員（ML)は約３５０人で、常時

観測しているNet会員は約５０局です。

上 地震予知研究センターの
センター長 長尾年泰教授

○地震予知関係コメンテーター
○日本地震予知学会の副会長

（東大出身）
私の研究室を見学して、技術の高
さを賞賛、論文共著の申出あり。
日本地震予知学会早川会長からも
論文共著の申し出があり
ました。



JYAN研究会HP地震予測観測網HP

HAMIC FS

①左はJYAN研究会
(公開中です)
②地震予測観測網
(観測網会員のみ)

左下は
③HAMIC FS(未公

開)

①JYAN研究会
ホームページです。
研究概要を掲載

特に観測局の情報が
人気です。
②地震予測観測網
は、実際に観測してい
る方向けのHPです。
専門的な解説等が
含まれています。
③「JYAN研」のスマ
ホ用HPが好評です。
毎日の情報が見やす
いと頼りにされています。
http://www.oct-
net.ne.jp/~jh6ara/

資
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結 論

• 地震予知は、電磁的に観測すれば「可能！」
（熊本地震で、２回来るのが判っていたのはJYAN研のみ！）

• 全国に電磁地震計を６００ヶ所以上必要（地震計約3,900所）
（当面２００ヶ所で、重要拠点又は地域から敷設中です。）

• 観測システムと観測網の敷設が必要です。

• 観測及び協力者募集中（JYAN研）


